
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

１
位

梅
澤

孝
一

打
59

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

１

位

新
沼

紀
典

打

2

62

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

2

位

澤
下

日
出
子

打

3

63

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

１

★
末
崎
体
育
協
会
主
催

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
秋
季
大
会

日

時月

日

午
前

時

分
～

10

21

（日）

8

45

※
雨
天
の
場
合
は
後
日
行
い
ま
す
。

会

場
小
細
浦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格

末
崎
町
民
（
誰
で
も
可
）

参
加
料

無
料

参
加
申
込
当
日
受
付
に
て
申
込

※
事
前
参
加
申
込
は

亀
井
ま
で
（

-

３
１
４
１
）

29

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日

10

20

（土）時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困

り
の
方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

10

10

（水）
10

12

月

日

時~

時

10

24

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先
鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
9

月

日

ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
致

28

(金)

し
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

祝
賀
会
で
は
、
保
育
園
児
に
よ
る
「
こ

ど
も
七
福
神
」
、
小
・
中
学
生
の
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
、
細
浦
寿
老
会
や

各
師
匠
さ
ん
の
踊
り
、
東
北
を
代
表
す

る
民
謡
歌
手(

佐
々
木
深
里
さ
ん)

の
歌

の
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
長
寿

を
祝
っ
た
。

末
崎
町
敬
老
会
が
盛
会
裏
に
終
了
で

き
ま
し
た
の
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
心
か

ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

月

日
の
産
経
新
聞
「
主
張
」
欄
、

9

17

敬
老
の
日
に
あ
た
っ
て
、
「
地
域
で
高

齢
者
を
見
守
ろ
う
」
と
題
し
て
あ
っ
た
。

「
お
年
寄
り
は
、
長
く
社
会
に
尽
く
し

て
く
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
敬
い
た
い
。

そ
れ
な
の
に
、
日
本
を
相
次
い
で
襲
う

自
然
災
害
が
、
お
年
寄
り
の
命
を
も
奪

っ
て
い
る
。
高
齢
者
を
災
害
弱
者
に
し

な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い

う
現
代
社
会
へ
の
厳
し
い
指
摘
だ
。

医
学
が
進
歩
し
、
医
薬
品
も
医
療
技

術
も
進
化
し
て
い
る
。
薬
剤
を
投
与
し

な
い
で
癌
細
胞
を
縮
小
さ
せ
る
研
究
も

進
ん
で
い
る
。
癌
も
早
期
発
見
す
れ
ば
、

末
崎
地
区
公
民
館
（
新
沼
眞
作

館
長
）
は

月

日
、
末
崎
中
学

9

9

校
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成

年
30

度
末
崎
町
敬
老
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
末
崎
町
敬
老
会
の
対
象
者

で
あ
る

人
の
う
ち

9
4
6

2
4
3

人
が
出
席
し
た
。

式
典
で
は
新
沼
館
長
は
、
今
日
、

私
共
が
こ
う
し
て
豊
か
な
生
活
を

享
受
で
き
て
い
る
の
は
、
諸
先
輩

の
皆
様
が
昭
和
の
激
動
の
時
代
を

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
で
生
き
抜
き
、

切
り
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
深
く
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
心
豊
か
に

お
過
ご
し
な
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
、
と
あ
い
さ
つ
。

戸
田
公
明
市
長
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
長
（
代
読
）
の
祝
辞
に
続

き
、

歳
に
な
ら
れ
た
方
に
市
か

88

ら
祝
い
金
、
地
区
公
民
館
か
ら
は

敬
老
会
対
象
者
全
員
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。
出
席
者
を
代
表
し
て

吉
田
力
男(

)

さ
ん
＝
碁
石
地
区

75

＝
が
「
用
意
し
て
頂
い
た
ひ
と
と

き
を
楽
し
み
た
い
。
あ
り
が
と
う

 

末崎町の石碑・祠・神社(14)
お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 3

(4) 末崎町のお地蔵様は、次の箇所にあります。その 1
① 通岡峠展望台上り口、1体、立像。享保 17年（1732年）に、
「猪川村 利兵エ 妻」が建立したと刻まれておりますので、猪
川町の豪農「稲子澤」の 3 代目 利兵エさんの妻が建立したもの
と思われます。
② 船河原、旧街道、末崎町と大船渡町の境、和泉栄一氏宅前、
3 体とも船形石浮き彫。一体は、安永 3 年(1774 年)五平治建立。
あと一体も安永 3年(1774年)建立ですが、建立者は判読てきませ
ん。残りの一体は建立年も、建立者も判読てきません。
③ 船河原、村上利夫氏宅付近、石碑群の中、1 体、立像。建立
者、建立年とも判読できません。
④ 船河原、雷神社境内、1体。(あとに別途記します)
⑤ 峯岸、イワギマエ、石碑群の中、1 体、立像。建立は寛政 9
年(1797年)、世話人、与右エ門。
⑥ 内田、長源寺上り坂、1 体、立像。この地蔵尊について、末
崎村誌に、次のように記されています。
『当寺へ登る坂の右側に有る地蔵尊は寛政貮酉年六月細浦肴屋瀧
田家に於いて米崎村脇の澤の石工をして工作せしめ通岡峠を運搬
し来りて建立したるものなり。』（寛政 2 年は 1790 年であるが、
干支が合わない。）
以前には、寺への上り口、線路の手前右にあったものを、細浦

（内田）公民館の前の方に新しく取り付けした道路の左側に移転
しています。仏身だけで 180㎝あり、末崎町で一番大きい。

細浦長源寺、上り坂のお地蔵さん

重
要
だ
。
そ
れ
が
、
災
害
弱
者
を

作
ら
な
い
方
策
で
あ
る
。

末
崎
町
に
お
け
る
高
齢
者
等
の

自
立
支
援
と
介
護
予
防
に
つ
い
て
、

互
い
に
支
え
合
い
助
け
合
う
地
域

活
動
の
推
進
と
実
践
を
目
的
に
、

月

日
末
崎
地
区
助
け
合
い
協

8

21

議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
高
齢
者
に

と
っ
て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
、
町
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
実
現
こ
そ
真
の
敬

老
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

★
末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
役
員

会

長

新
沼
眞
作

副
会
長

近
藤

均

事
務
局
長

大
和
田

勇

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

新
沼
眞
作
、
上
部
博
子

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

熊
谷
君
子
、
木
下
雄
太

会

計

大
和
田

勇

監

事

及
川
宗
夫
、
菅
原
均

★

町
民
運
動
会

日

時

月

日(

日)

10

7
午
前

時

分
よ
り

8

30

場

所

末
崎
中
学
校
校
庭

※
雨
天
の
場
合
は

日(

月)

末

8

崎
小
学
校
校
庭
で
の
開
催
と
な

り
ま
す

★
第

回
（
平
成

年
度
）

23

30

末
崎
町
民
文
化
祭

本
年
度
の
末
崎
町
民
文
化
祭
は
下

記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
多
く
の
皆

様
の
出
展
な
ら
び
に
ご
出
演
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

期

日
平
成

年

月
２
日
（
金
）

30

１１～
４
日
（
日
）

会

場

（
展
示
部
門
）
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

（
舞
台
部
門
）
末
崎
中
学
校
体
育
館

（
４
日
の
み
）

★
末
崎
地
区
公
民
館
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会(

結
果)

月

日

小

細

浦

・

9

16

G

G

場
で

の
名
参
加
に
よ
り
末
崎

28

地
区
公
民
館
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
言
う
。

そ
の
医
学
の
進
歩
に
よ
る
恩
恵
と
経
済
社

会
に
お
い
て
は
、
科
学
技
術
の
進
展
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
か
ら
労
働
時
間
の
短
縮

が
図
ら
れ
、
肉
体
的
に
楽
に
な
っ
た
こ
と
、

賃
金
の
上
昇
に
伴
っ
て
豊
か
な
食
生
活
が

得
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
精
神
的
に
も
、
ゆ

と
り
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
年
ご
と
に
平
均
寿
命
を
延
ば
し
て

い
る
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
で
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
の
は
、
容
易
で
は
な

い
。
労
働
人
口
も
減
少
し
、
高
齢
者
を
支

え
切
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

自
立
困
難
な
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
介
護

施
設
も
全
く
足
り
な
い
。
老
老
介
護
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
災
害
が
発
生
す
る
と
、

避
難
す
る
こ
と
も
容
易
で
な
い
こ
と
か

ら
、
犠
牲
者
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
悪

循
環
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
を
変

え
な
け
れ
ば
こ
の
社
会
は
立
ち
い
か
な
く

な
る
。
改
善
す
る
に
は
、
健
康
寿
命
を

延
ば
し
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

若
者
は
勿
論
、
元
気
な
お
年
寄
り
が
地

域
の
お
年
寄
り
を
支
え
る
力
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
地
域
づ
く
り
が

末
崎
町
敬
老
会

地
域
で
支
え
よ
う
高
齢
者
を
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